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１ 概観

病床機能報告上の病床数と必要病床数との差異の検証の経過

R5.3 R6.6 R6.9 R6.11~12

厚労省通知 第1回調整会議
（県・各地域）

第2回調整会議
（県・宇都宮）

今回の調整会議
（県・各地域）

• 病床機能報告に基づく病
床機能報告上の病床数と
将来の病床数の必要量に
ついて、データの特性だけで
は説明できない差異が生じ
ている構想区域においては、
その要因の分析及び評価
を行うこと

• 定量的基準の導入により
説明ができる場合は、“デー
タの特性だけでは説明でき
ない差異が生じている”構
想区域に該当しない

▶定量的基準による説明の
可否を含め、データに基づく
病床機能の把握が必要

• 他県の事例などを参考に、
定量的基準の１つとして、
入院基本料により病床機
能を分類・集計

▶各機能とも病床機能報告
ほどは必要病床数との著し
い差異はなく、特に回復期
病床については、病床機能
報告ほどの不足は生じてい
ない結果となった（定量的
基準による一定の説明が可
能）

• 入院基本料による検証の
一部課題を踏まえ、患者に
対して行われた医療の内容
に着目し、医療資源投入
量（診療報酬の出来高点

数）による集計（52病院）

を実施
※県全体の結果のみ提示

• 集計に当たっては、地域医
療構想策定時の必要病床
数の算出方法に準拠

▶主に高度急性期・急性期
病床について、病床機能報
告ほどは必要病床数との大
きな差異はない（定量的基
準による一定の説明が可能）

• 医療資源投入量による集
計について、集計可能な
66病院分のデータを整理

• 圏域ごとに”病床機能報
告”、”入院基本料”、”医
療資源投入量”の３つの集
計結果を比較

本取組が目指す方向性

厚労省通知に基づく検証結果としての整理 医療提供体制の検討における参考データとしての活用

• 差異は病床機能報告の特性によるもので、データの特性だけでは説
明できない差異が生じている構想区域はないことを確認

• 地域に必要な病床（病院）機能を検討するに当たり、本取組で
整理したデータを活用など
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２ これまでの検証状況（ⅰ）

分類 考え方 集計方法

入院基本料

• 定量的基準による検証に当た
り、他県の検証状況を確認

• 入院基本料による検証を実施
している事例が多くあったことか
ら、第１弾の取組として、他県
の事例を参考に病床機能を
分類し、集計

• 分類表は3ページのとおり
※第１回調整会議で提示済みのため再掲とする

• 病床機能報告で確認可能な各病院の病棟ごとの入院
基本料及び届出病床数に基づき集計
※基本料が不明な病棟は、病床機能報告上の機能を計上

• 有床診療所は、以下の基準により集計

医療資源投入量

• 入院基本料による集計の課
題（看護体制等の影響）を踏ま
え、第２弾の取組として医療
資源投入量による集計を実施

• 必要病床数の算出方法に近
い集計方法であり、必要病床
数との比較に最も適した方法

• 集計対象の網羅性に課題が
あるが、傾向は把握可能

• R4年度DPCデータを使用
• 患者毎・日毎の医療資源投入量から入院基本料およ
び食事療法並びにリハビリテーション料を除外し、下表の
点数・機能別に日毎の延べ患者数を集計後、病床稼
働率で除し、病床数を算出

点数 機能 病床稼働率

3,000点以上 高度急性期 75%

600点以上3,000点未満 急性期 78%

175点以上600点未満 回復期 90%

175点未満 慢性期 92%

手術件数100件または化学療法件数50件以上または
放射線治療あり

急性期

有床診療所療養病床入院基本料 慢性期

上記以外 回復期

検証の概要
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№ 入院基本料等 鹿児島県 静岡県 栃木県案1 栃木県案2

1 急性期一般入院料1 急性期 高度急性期 急性期 急性期

2 急性期一般入院料2 急性期 高度急性期 急性期 急性期

3 急性期一般入院料3 急性期 高度急性期 急性期 急性期

4 急性期一般入院料4 急性期 回復期 回復期 回復期

5 急性期一般入院料5 急性期 回復期 回復期 回復期

6 急性期一般入院料6 急性期 回復期 回復期 回復期

7 地域一般入院料1 回復期 回復期 回復期 回復期

8 地域一般入院料2 回復期 回復期 回復期 回復期

9 地域一般入院料3 回復期 回復期 回復期 回復期

10 一般病棟特別入院基本料 回復期 慢性期 回復期 回復期

11 療養病棟入院料1 慢性期 慢性期 慢性期 慢性期

12 療養病棟入院料2 慢性期 慢性期 慢性期 慢性期

13 特定機能病院一般病棟7対1入院基本料 急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期

14 特定機能病院一般病棟10対1入院基本料 急性期 － 急性期 急性期

15 特定機能病院リハビリテーション病棟入院料 回復期 － 回復期 回復期

16 専門病院7対1入院基本料 急性期 高度急性期 高度急性期 急性期

17 専門病院10対1入院基本料 急性期 高度急性期 急性期 急性期

18 専門病院13対1入院基本料 回復期 高度急性期 回復期 回復期

19 障害者施設等7対1入院基本料 慢性期 慢性期 慢性期 慢性期

20 障害者施設等10対1入院基本料 慢性期 慢性期 慢性期 慢性期

21 障害者施設等13対1入院基本料 慢性期 慢性期 慢性期 慢性期

22 障害者施設等15対1入院基本料 慢性期 慢性期 慢性期 慢性期

23 救命救急入院料1 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期

24 救命救急入院料2 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期

25 救命救急入院料3 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期

26 救命救急入院料4 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期

27 特定集中治療室管理料1 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期

28 特定集中治療室管理料2 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期

29 特定集中治療室管理料3 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期

30 特定集中治療室管理料4 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期

31 ハイケアユニット入院医療管理料1 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期

32 ハイケアユニット入院医療管理料2 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期

№ 入院基本料等 鹿児島県 静岡県 栃木県案1 栃木県案2

33 脳卒中ケアユニット入院医療管理料 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期

34 小児特定集中治療室管理料 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期

35 新生児特定集中治療室管理料1 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期

36 新生児特定集中治療室管理料2 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期

37 総合周産期特定集中治療室管理料（母胎・胎児） 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期

38 総合周産期特定集中治療室管理料（新生児） 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期

39 新生児治療回復室入院管理料 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期

40 特殊疾患入院医療管理料 慢性期 慢性期 慢性期 慢性期

41 小児入院医療管理料1 高度急性期 高度急性期 高度急性期 高度急性期

42 小児入院医療管理料2 急性期 急性期 急性期 急性期

43 小児入院医療管理料3 急性期 急性期 急性期 急性期

44 小児入院医療管理料4 回復期 回復期 回復期 回復期

45 小児入院医療管理料5 回復期 回復期 回復期 回復期

46 回復期リハビリテーション病棟入院料1 回復期 回復期 回復期 回復期

47 回復期リハビリテーション病棟入院料2 回復期 回復期 回復期 回復期

48 回復期リハビリテーション病棟入院料3 回復期 回復期 回復期 回復期

49 回復期リハビリテーション病棟入院料4 回復期 回復期 回復期 回復期

50 回復期リハビリテーション病棟入院料5 回復期 回復期 回復期 回復期

51 地域包括ケア病棟入院料1 回復期 回復期 回復期 回復期

52 地域包括ケア病棟入院料2 回復期 回復期 回復期 回復期

53 地域包括ケア病棟入院料3 回復期 回復期 回復期 回復期

54 地域包括ケア病棟入院料4 回復期 回復期 回復期 回復期

55 地域包括ケア入院医療管理料1 回復期 回復期 回復期 回復期

56 地域包括ケア入院医療管理料2 回復期 回復期 回復期 回復期

57 地域包括ケア入院医療管理料3 回復期 回復期 回復期 回復期

58 地域包括ケア入院医療管理料4 回復期 回復期 回復期 回復期

59 緩和ケア病棟入院料1 回復期 回復期 回復期 回復期

60 緩和ケア病棟入院料2 慢性期 回復期 慢性期 慢性期

61 特定一般病棟入院料1 回復期 回復期 回復期 回復期

62 特定一般病棟入院料2 回復期 回復期 回復期 回復期

63 特殊疾患病棟入院料1 慢性期 慢性期 慢性期 慢性期

64 特殊疾患病棟入院料2 慢性期 慢性期 慢性期 慢性期

（参考）入院基本料による分類表（第１回調整会議で提示）



２ これまでの検証状況（ⅱ）

入院基本料（県全体） 主な御意見（要旨）

• いずれの方式においても、病床機能報告と比較すると、”回復期”が多く、必要量と
の差異も小さいという結果となった

“ この結果がおかしいとは思わない

“ 病床機能報告上は急性期でも
実際の診療内容が回復期の場
合もあり、現場の実態に近いので
はないか

“ このように整理すると辻褄が合うと
いうだけで、実際の医療体制はこ
の数字のようになっていない

“ 数合わせに徹底した感じが否め
ない

“ 看護師の数の関係で、急性期
一般入院料1~3は取れないが、
救急などの対応をしている中で、
これでは、回復期扱いになる

“ 急性期をやっている有床診療所
は限られているので、静岡県方
式に合わせる必要はなく、栃木
県としてしっかりと数を把握すべき
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入院基本料による分類と病床機能報告の比較

入院基本料による検証（第１回県調整会議、第１回各地域調整会議）
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入院基本料



２ これまでの検証状況（ⅲ）

医療資源投入量（県全体） 主な御意見（要旨）

• 主に急性期病院を対象としたデータであるため、高度急性期と急性期相当の病床
数の規模を確認するもの

• 対象52病院について病床機能報告の結果と比較すると、高度急性期、急性期病
床の数が少ない

✓本検証結果については、これまで
のところ特段の御意見はなし

※ 以下、事務局からの補足説明

“ 今回は52病院分の結果を集計
したが、DPC調査参加医療機関
66病院分の集計結果は次の調
整会議でお示しする

“ 今回は県全体の結果のみだが、
各圏域の結果についても、次回
お示しする

5

医療資源投入量による分類と病床機能報告の比較（県全体）
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病床機能報告

(R5.7.1)

必要病床数

慢性期

回復期

急性期

高度急性期

医療資源投入量による検証（第2回県調整会議、第2回宇都宮地域調整会議）

DPC調査参加医療機関52病院分の比較

一般・療養病床を有する病院・
有床診療所（R5：172施設）



３ 検証結果のまとめ（ⅰ）
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医療資源投入量・入院基本料・病床機能報告による比較 検証の整理

• 医療資源投入量・入院基本料による集計結果ともに、病床機能報告の結果と比較すると、
必要病床数における各機能のバランスに近い

• 医療資源投入量による集計では、計算の過程上、リハビリテーション病院の多くが”急性期”
としてカウントされている点に注意

• 本検証は病床機能報告の結果自体を否定する趣旨ではなく、定量的基準を含めた複数
の視点による病床機能の把握が目的である（現行の補助制度に影響を及ぼすものではない）

厚労省通知に基づく検証

• 病床機能報告上の病床数と必要病床
数における各病床機能の差異について
は、定量的基準の導入により一定の説
明が可能

• 定量的基準により各病床機能を見ると、
特に、”急性期病床”や”回復期病床”
の必要病床数との差異については、病
床機能報告の結果ほどは認められない

• 各機能のバランス（構成比）を見ると、
病床機能報告の結果に比べ、定量的
基準による結果は必要病床数における
バランスに近い

▶ ”データの特性だけでは説明できない差
異”は生じていない

▶ このため、必要病床数との間に著しい差
異が生じている要因の分析・評価・公表
については対象外

検証の限界

• DPC調査参加病院以外の病院や有床
診療所に係る医療資源投入量の算出
（データ収集）が困難なため、病床”数”
の議論への活用は限定的

医療資源投入量・入院基本料と病床機能報告の比較
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DPC調査参加医療機関66病院分の比較

一般・療養病床を有する病院・有床診療所（R5：174施設）

リハ病院



３ 検証結果のまとめ（ⅱ）
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宇都宮 県西

各圏域の比較結果①
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42

70

358

372

192 212

393

272

0

300

600

900

1,200

1,500

医療資源投入量

（R4年度DPC

／6病院)

入院基本料

（栃木県案1)

(R4.7.1

／6病院)

病床機能報告

（R4.7.1

／6病院）

病床機能報告

(R5.7.1)

必要病床数

高度急性期 急性期 回復期 慢性期

DPC調査参加医療機関20病院分の比較

一般・療養病床を有する病院・

有床診療所（R5：53施設）

DPC調査参加医療機関6病院分の比較

一般・療養病床を有する病院・

有床診療所（R5：18施設）

医療資源投入量・入院基本料と病床機能報告の比較医療資源投入量・入院基本料と病床機能報告の比較



３ 検証結果のまとめ（ⅱ）
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県東 県南

各圏域の比較結果②

848
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1,735
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1,028
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医療資源投入量

（R4年度

／17病院)

入院基本料

（栃木県案1)

(R4.7.1

／17病院)

病床機能報告

（R4.7.1

／17病院）

病床機能報告

(R5.7.1)

必要病床数

高度急性期 急性期 回復期 慢性期

リハ病院

76
19 47 47 61

170 302

461
541

271

122

208

40

40

200

291

181 181

154

154

0

200

400

600

800

1,000

医療資源投入量

（R4年度DPC

／5病院)

入院基本料

（栃木県案1)

(R4.7.1

／5病院)

病床機能報告

（R4.7.1

／5病院）

病床機能報告

(R5.7.1)

必要病床数

高度急性期 急性期 回復期 慢性期

DPC調査参加医療機関5病院分の比較
一般・療養病床を有する病院・

有床診療所（R5：10施設）

DPC調査参加医療機関17病院分の比較

一般・療養病床を有する病院・

有床診療所（R5：39施設）

医療資源投入量・入院基本料と病床機能報告の比較医療資源投入量・入院基本料と病床機能報告の比較



３ 検証結果のまとめ（ⅱ）
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県北 両毛

各圏域の比較結果③
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医療資源投入量

（R4年度DPC

／9病院)

入院基本料

（栃木県案1)

(R4.7.1

／9病院)

病床機能報告

（R4.7.1

／9病院）

病床機能報告

(R5.7.1)

必要病床数

高度急性期 急性期 回復期 慢性期

リハ病院

222
41 41 41

206

464 910

1,199 1,257

633

314

478

205
244
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355 355
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499

0
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医療資源投入量

（R4年度DPC

／9病院)

入院基本料

（栃木県案1)

(R4.7.1

／9病院)

病床機能報告

（R4.7.1

／9病院）

病床機能報告

(R5.7.1)

必要病床数

高度急性期 急性期 回復期 慢性期

DPC調査参加医療機関9病院分の比較

一般・療養病床を有する病院・

有床診療所（R5：30施設）

DPC調査参加医療機関9病院分の比較

一般・療養病床を有する病院・

有床診療所（R5：24施設）

医療資源投入量・入院基本料と病床機能報告の比較医療資源投入量・入院基本料と病床機能報告の比較
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